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はじめに 

Ce、Eu、Er、Tb、Pr などの希土類金属元素を少量添

加した YAG 結晶は、可視光の蛍光を発する性能の良い

蛍光体であり、蛍光温度センサ材料としても期待され

る。1,2ここでは、これらの希土類添加 YAG 結晶の蛍光

スペクトルの温度依存性を評価し、蛍光温度センサ材

料としての可能性を温度特性から検討した。 

 

実験と結果 

セラミックス製保護管の中に設置した試料に石英

ロッドと光ファイバを通じて励起光を照射した。光フ

ァイバ分光器を用いて蛍光スペクトルを測定した。試

料の温度を室温から 1000 K 程度まで変化させて蛍光

スペクトルの温度変化を測定した。励起光源としては

Hgランプおよび LED を用いた。図 1に 3.0 mol% Ce 添

加 YAG 結晶の波長 550 nm と 580 nm の発光ピーク強度

の温度変化を示した。Ce添加 YAG では室温から 500 K

程度までの発光ピーク強度の変化は少なかった。500 K

以上の温度では、発光ピーク強度が温度上昇とともに

減少した。図 2に 3.0 mol% Eu 添加 YAG 結晶の波長 589 

nm の発光ピーク強度の温度変化を示した。Eu添加 YAG

では、室温～500 K程度では比較的温度変化が少なく、

500 K 以上の温度領域では温度上昇に伴う発光ピーク

強度の減少が見られた。 
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図 2. Eu 添加 YAG 結晶からの蛍光の温

度変化。波長 589nm の発光（5D1→7F2）

の温度変化を示した。 
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図 1. Ce 添加 YAG 結晶からの蛍光の温

度変化。波長 550 nm と 580 nm の発光

（2D3/2→2F5/2および 2D3/2→2F7/2）の温度

変化を示した。 
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